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Plans and Performance for Dynamic Work

グローバルプロジェクトデザイン・ジャパン社(GPD Japan) はあなたのプロジェクトに関するプランニ
ング支援を通してプロジェクトマネジメントをサポートする技術者集団です。

プロジェクトをデザインする！

CAD/CAMの様にプロジェクトプランのモデル化とシミュレーション
を行う。

プロジェクトをプランニングするには、プロジェクトデザイ
ンという考え方が有効です。GDPでは、各業界で数多くプロ
ジェクトに参加してきたプロジェクトデザイナーが、 プロ
ジェクトデザイン方法論とGPDが提供するプロジェクトプラン

ニング支援用TeamPortTMツールを使用しながらのデザイン
ワークショップを通じて、あなたと一緒にプロジェクトをデ
ザインし、プランニングを支援いたします。

プロジェクト・デザイン（構想/設計）

プロジェクトプランのモデル化

プロジェクトデザインの
成果

期間、コストの最小化
精度の高い見積もり
柔軟性のある「しなやか」な

プロジェクトプラン

プロダクト

作業完了時の成果
物。図の様に階層
化される

チーム

一人もしくはそれ
以上のメンバーを
表す。時間単価も
設定される。

アクティビ
ティ

作業を表す。作業
内容と期間、必要
なワークロードが
設定される

場所

どこにチームのメ
ンバーがいるのか、
TimeZoneや言語、
勤務時間など

TeamPortTMツールを使い、プロジェクトの全体をモデル化を行い、アクティビティの依存関係
など、プロジェクトの構成要素をツール上で統合管理します。

プロジェクトの３構成＋１要素



Simulator

プロジェクトを予測する分析から得られる気づき

• 調整のための稼動とコストも分析
• 現実世界の状況と不確実性
• チーム配分に関する制約
• 抽象度の高い情報に基づく具体的な
出力

Designer

プロジェクトとその複雑さを捉えるビジュアルモデル

• トップダウンでビジネスの目標とリンクしたモデルを作成
• 作成対象（製品）、作業、そして
体制をモデル化

• グローバルな役割分担と優先度
をモデル化

• 並列した依存性（Concurrent dependencies）をモデル化

効率の良い対話とチーム間の協力

Forecast

現実的なプラン、シナリオ、そしてオプションをレビュー

•製品とフェーズのスケジュール
•チームの進捗, 行動, コスト
•並行性, 待ち時間,  手戻り
•チャンスとリスク

デザインとシミュレーションを繰
り返し、

最適なプランを作成
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「GPDのシミュレーションと
最適化の方法論は企業の幹部
とマネジャにとって大きな前
進となる。特に、GPDは現実
社会の要因とそれが意味する
内容を的確に捉え、それらを
数学的に裏付けられたフレー
ムワークによって定量的に理
解している。様々な作業の依
存関係や必要となるコミュニ
ケーションがモデリング技法
によって表現される点は、ま
さに業界でも最先端な考え方
である。GPD以外には誰も、
これら予想技術を、依存関係
をビジュアルに統一的に表現
するフレームワークとして統
合することはできないだろ。
GPDのツールは、リアルタイ
ムに複雑なプロジェクトにお
いて、推進と問題解決を支援
し、プロジェクトのコスト削
減とリリーススケジュール短
縮の為の画期的なツールと言
える」。

ピータ ルー博士
IEEE Robotic & 
Automation誌主任編集者
コネチカット大学：ブース先
進技術工学センター・ディレ
クタ

プロジェクトデザインの導入実績

期
間

費用コストと期間の最適化

プロジェクトプランのシミュレーション

モデルからシミュレーション
を実施

自動的にプロジェクトのコス
ト計算、ガントチャートを作
成

シミュレーションの結果を見て、再度モデルを変更し、最適なプロジェクトプランを作成する。

プロジェクト・デザインワークショップ

1. 初期プロジェクト・モデル（基本プラン）作成

• 初期段階で、GPDのプロジェクトデザイナーと企
業の経営者やプロジェクトマネジャーと共同で、
プランニング作成の支援ツールであるTeamPort
を使いながら、基本プラン（プロジェクト・モデ
ル）を作成します。

２．プロジェクト・モデルのブラシュアップ

・実際にプロジェクトを一緒に推進する現場の担当
者（プロジェクト・ チーム）に集まってもらい、
デザインワークショップを通して集中的にプロ
ジェクトプランに対して現場レベルで発生する可
能性のある遅延や再作業などを検討します。

・チームは様々なシナリオを検討し、実際に発生す
るであろうプロジェクトの結果について議論しま
す。

・TeamPortのビジュアルデザインツールを用いる
ことにより、プロジェクトの体制や範囲、チーム
構成、重要なリソース、依存関係、リスクそして
責務について理解することが可能となります。

・ TeamPortのシミュレーション機能を用い、プロ
ジェクトの未来予測を作成します。その結果を見
ながら、参加者はプロジェクトの体制や、優先度、
役割、平行作業の変更を行い、他に影響のある要
素について再度検討します。

・繰り返しデザインを行うことにより、最適化した
プランを生成することができます。

https://youtu.be/wPSjjyjjDeo
YouTubeで動画を公開中!
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